


一般的にエポキシ樹脂系の接着剤が
使用されている



一般的なエポキシ樹脂系接着剤の問題点

◼ 硬化時間が長い：10℃下において24時間程度

20℃下において12時間程度

◼ 5℃以下の低温下では硬化しない

◼ 湿潤面での接着不良

⇒課題をクリアするためアクリル樹脂を用いた接着系

あと施工アンカーＲアンカーを開発
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◼ -10℃の低温下でも施工が可能

◼ 硬化時間が短い:夏用樹脂：25℃下において70分程度

冬用樹脂：5℃下において120分程度

◼ 湿潤面への施工が可能

◼ 混合比をラフな比率にしても強度低下が少ない

◼ 硬化収縮率が小さくなるよう改善

◼ 粘度が高い⇒横向き・上向き施工が可能
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◼ エポキシ樹脂

◼ アクリル樹脂

※アクリル樹脂では，パイプ・シール材の
設置・撤去，樹脂計量・攪拌作業が不要

約79％の工程短縮が可能

シール材の硬化に最
低でも1日間，待ち
時間が必要である

エポキシ樹脂材の硬化
に最低でも1日間，待
ち時間が必要である

シール材・パイプの
撤去作業に時間をと
られる
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従来工法の概要

⇒抜き取り可能な接着系あと施工アンカーボルト
「Ｒアンカー」を開発



・打ち込み式アンカーボルト

・接着式アンカーボルト

問題点：打ち込むことにより拡張するため、
コンクリート構造物にひび割れを誘発する
可能性が大きい！

問題点：アンカーボルトが不要となった場合
に切断処理をするため、将来錆びることで
コンクリート構造物のひび割れを誘発したり、
最悪の場合、コンクリート片の剥落の危険性
がある！
また、内部に金属（ボルト）が残るので再度、
アンカーボルトを施工する際に干渉する！

※ 発注者によっては、すでにこれらの使用方法
に制限をかけているところもある！
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全ネジボルトに特殊コーティング

Ｒアンカーの概要図
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引張試験状況



9アクリル樹脂を使用したあと施工アンカーボルトの強度は，エポキシ
樹脂を使用した場合と同等の強度であることを確認した．

荷重－変位関係（エポキシ樹脂との比較）



10

引張試験状況

試験ケース一覧

case
試験条件

施工方向
a)清掃状況 b)樹脂と穿孔の状態 c)定着長

1 通常清掃

アクリル/乾燥

15d

水平
2 未清掃

3 エアのみ

4 ブラシのみ

5

通常清掃

アクリル/湿潤

鉛直

6 エポキシ/乾燥

7 エポキシ/湿潤

8
アクリル/乾燥

10d

9 5d
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case1 アクリル乾燥状態

case5 アクリル湿潤状態
case6 エポキシ乾燥状態

case7 エポキシ湿潤状態

ねじ部降伏荷重　105kN

ねじ部許容荷重　61kN

接着面の剥離

コーン破壊荷重(5d)　77kN

case1の約1/2倍

アクリル樹脂は孔内が湿潤状態でも，乾燥状態と同等の挙動を示した．

荷重－変位関係（孔内乾湿状況による比較）
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引張試験状況

試験ケース一覧

ケース 温度 拘束有無 接着剤

a -10℃

あり

アクリル
樹脂

b -5℃

c 0℃

d 5℃

e -10℃

エポキシ
樹脂

f -5℃

g 0℃

h 5℃

i 常温
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荷重－温度関係（樹脂の種類による比較）
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アクリル樹脂

エポキシ樹脂

付着耐力（26kN）

アクリル樹脂は-10℃～5℃の全ての温度で，設計耐力
以上の耐力が発現していた．
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ワイヤーブリッジ

Ｒアンカー

４.Ｒアンカー施工事例









Ｒアンカー
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施工件数：61件、施工本数：30,748本（H26～R6.3現在)








